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所
・
船
橋
市
内
。
東
洋
大
学
英

－
米
文
学
部
中
退
。
船
橋
出
身
。

一「
谷
津
干
潟
を
守
る
会
」
会
長
、

一会
報
誌
『
ふ
か
ん
ど
』
編
集
人。

斗
削
ー
せ
の
因
果

M

め
よ

ー会ミオ
3
L
、

巧

争

奪

回

行

、

ミ

内
五
歳
、
進
国
－
ん
ご
く
人
す
り
。

ト炉
職
業
は
寸谷
津
干
潟
の
番
人
と
い

；

・

、「
仏
日
立
恥
。
正
職
は
、
い
ま
考
え

る
段

見

っ
て
無
職
。
ど
しフ
で

す

i
無
職
の
身
で
嫁
さ
ん
を
公

募
す
る
、
一
コ
ノ
勇
気
。
で
も
、

嫁
さ
ん
貰
句
た
ら
食
ぺ
さ
せ
て

住
ま
わ
せ

d
jり
い
の
お
金
、

僕
に
だ
6
dて
あ
小
ま
す
ョ
。

え
l
、ず
智
味
陥
ム合
津
干
潟
、

え
i
、
特
技
も
谷
津
干
潟
。
ぇ

1
、
ほ
か
に
乱
除
は
、
ま
、
読

書
で
す
ナ
。
伝
記
、
d

心
理
学
な

ど
、
臓
書
は
三
万
五
千
冊
。

嫁
さ
ん
の
ゐ
仲
？
え
｜
、
と

く
に
あ
り
ま
せ
ん
。
谷
津
干
潟

と
そ
の
生
き
物
防
愛
着
を
持
つ

女
性
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で

す
。
ま
、
欲
を
言
え
ば
池
上
季

実
子
の
よ
う
な
女
性
な
ら
言
う

こ
と
あ
り
ま
せ
ん
が
。
本
当
に
、

真
面
目
に
、
こ
の
僕
の
相
談
に

の
っ
て
く
れ
る
女
性
、
ど
こ
か

」
に
い
ま
せ
ん
か
／
（
お
問
い
合

’

わ
せ
は
本
誌
編
集
部
へ
／
）

l
｜
｜
｜
ll
｜
｜

i
J
N
UH
川
1
l
｜

l
thal
－
－
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ク3

匂
タ
官

Ff・－3
A
易
ZVク
y
，－－a
’’
S
4，

V

梅
雨
の
附
れ
問
、
一
一
人
「

側

実

話

、
せ
っ
せ
と
干
総

一一
－
mの
と
み
を
集
め
、
手
ぎ

州

）
寸
わ
よ
く
土
の
う
袋
に
つ
め
‘

w
－
」
ん
で
い
る
。
狭
い
よ
う
い
W

A

で
も
、
そ
こ
は

一仰
の
一
峨

V

郎
、
た
っ
た
二
人
で
何
が

γ

納

豆

司令の
か
l
。

い

いへ

口、x
 

r・・，
adA勿弘
v

d

η

z’f
：山

一
一
人
の
女
性、

除
代
仏
J

加
子
ざ
ん

（
回
四
）
と
、
白
川
附
子
さ
ん
合
ハ
）が、

円
」
み
集
め
に
約
仕
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
千
川
口
山
口志
野
市

・
村
山
平
刊

の
西
北
川
で
あ
る
。

谷
川
山
干
潟
と
い
え
ば
、
か
つ
で
は

削
干
狩
り
の
名
所
だ
っ
た
。
い
浅
は

悶
聞
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
凶
め
ら

協

力

A
げ
ま
で
に

－

Zそ
こ
は
ざ
た
は
く
て
位
以
木
部
や
恩
素
円
安
部
の
人
世
モ

い
か
ら
近
づ
い
て
は
い
け
な
い
」
協
己

て
J
四
十
九
ほ
ど
ま

Y

と
い
っ
て
い
た
似
約
制
の
仰
向
さ
ん

ン
作
戦
を
展
開
υた
。
日
本
野
鳥
の

が
、
子
ど
も
た
ろ
な
川
れ
て
沼
ひ
に
会
は
六
九
月
に
な
っ
た
ら
1
宮
ち
に
k

p

ぐ
る
よ
う
に
も
な
っ

た

。

が

か

泊

な

ク

U
J再
戦
を
行
う
戸
戸

建
さ
ん
は
「

g
lbれ

な
い
よ

い守

定
だ
お
う
。
ご
み
然
め
ゆ
輸
は
狩

う
な
佼
わ
り
方
な
ん
で
す
よ
J
じ
み
－

実
に
広
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。
わ
ず
「

幻
め
を
し
て
も
、
い
ま
は
か
ら
だ
も
か
な
人
波
の
主
姉
た
ち
の
や
っ
て
き

汚
れ
な
く
な
り
市出し
た
附
y
・
、
加
は
た
己
と
は
、
さ
さ
や
か
な
と
と
か
も

ひ
ど
か
ー
た
。
仰
山
も
う
や
め
よ
う
．

e

知
れ
な
い
が
、
ほ
か
の
大
き
な
自
然

と
出
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
．
保
線
団
体
を
触
符
レ
化
J
ζ
れ
も

も
べ
き
れ
い
に
す
れ
ば
、
ご
み
そ
拾
だ
一r
ト
「戦
果
」
の
一
つ
だ
ろ
う
。

’

て
ゆ
く
人
百
減
る
の
で
す
」
と
、
自

い
ま
休
日
に
な
る
と
、
谷
湾
中
潟

・

分
に
い
山
き
か
せ
る
よ
う
に
絡
事
ぽ
バ

1
3オ
？
？

J
P旧
宮

こ
の
五
月

γ点
、
目
本
震
の
会
・
へ

H
i
l
t

と
V
4

E

仲ヰ

司

乍
a

－

a
’q
，
＝
 

ン
－

H
ソ

h
J
 

び再】
」月9

 

、

ハ人
口
一
津
干
潟
震

設

仔

究
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「
私
の
匁
と
干
約
と
は
百
M
M
と
は

な
れ
て
い
な
い
。

毎
日
、
な
が
め

て
い
る
底
み
た
い
な
干
潟
の
ご
み

を、

nも
夜
も
片
づ
け
て
い
る
人
が

い
た
の
で
す
か
ら
ね
。
で
も
、
私
な

ん
か
は
、
ご
み
絞
め
の
臼
を
忘
れ
た

り、

き
ょ
う
も
間
取
が
あ
っ
て
作
泌
－

が
で
き
な
い
あ
引
さ
ま
で
す」

作
於
に
汗
を
流
し
て
い
た
包
川
さ

ん
は
「
う
ち
の
子
ど
も
が
カ
ニ
を
と

り
に
、

と
と
へ
く
る
。
そ
の
お
礼
の

つ
も
り
で
く
る
だ
り
で
す
」
と
い
う
。

動
向
は
単
純
、
や
っ
て
い
あ
と
と

は
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
と
い
い

た
げ
だ。

と
こ
ろ
で
、
干
悶
の
ご
み
と
は
、
い

忽
具
、
治
協
同
伸
、
フ
ラ
ス
チ
ッ
ク
盟

っ
た
い
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。
と
の
品
、
そ
れ
に
生
と
み
、
’あ
り
と
あ
ら

日、
一二
人
の
主
制
と
、
夜
間
さ
ん
、
ゆ
る
と
み
が
あ
り
、
レ
か
も
、
，
奥
災

そ
し
て
飛
ぴ
い
り
の
男
女
二
人
が
、

を
鈍
し
て
い
た
。
「
干
泌
な
ん
か
組

一
時
間
で
斜
め
た
と
み
は
土
の
う
一
め
で
ほ
し
い
と
い
う
人
た
ち
ゐ
気
持

十
四
、
流
木
十
本
余
。
だ
れ
か
が
的
山
つ
も
紅
か
？
た
ほ
ど
で
し
た
」
と
い

て
て
い
っ
た
と
み
も
あ
れ
ば
同
向
か
う
の
だ
。

ら
流
れ
muい
た
も
の
も
あ
る
。
乙
こ
し
か
し
、
納
め
る
よ
り
は
、
干
向

で、

主
M
た
ち
が
伴
内んを
は
じ
め
て

を
少
し
で
も
干
潟
ら
し
く
す
る
泡
そ

か
ら
二
年
余
た
っ
て
い
る
の
に
、
滋
ん
だ
結
果
が
、

い
ま
出
て
い
る
。

こ
の
間
子
で
あ
る
。
ご
み
と
の
収
い
ご
み
の
た
め
に
見
え
な
か
っ
た
地

は
尽
き
お
こ
と
が
な
い
の
で
は
な
い
肌
が
現
れ
、
そ
こ
に
は
術
数
の
ロ
メ

か。

ツ
キ
ガ
ニ
ゃ
、
チ
ゴ
ガ
ニ
が
う
ご
め

本
自
さ
ん
や
松
校
さ
ん
の
お
に
よ
さ
、
ゴ
カ
イ
の
穴
が
「
プ
チ
プ
チ
、

、

る
と
、
乙
こ
に
は
前
材
、

自
転
問中
、
プ
チ
ブ
チ
」
と
習
を
た
で
て
い
る。

。Jh3
3
t
《
eφ
〆ぺ以

町、、
d
A
Vh

弘

明：、部点、

FS
、
円
切

7
3
p
u

、
あ
り
7今、、

Yこ

フ

ご
い
寸
＼

け
ま
す

L
た
こ
γ－
は
あ
リ
ま
セ
ん
。

A 

会賞与ユDOO

倉11 十1

1920,6.3 

4 ，ー．

野鳥を守る会も協力
ぅ
。
魚
釣
り
や
戸
カ
－
一
と
り
も
党

だ
が
、
こ
つ
と
っ
と
と
み
梼
斥
づ
り

説
け
て
い
る
士
婦
た
ち
が
い
る
こ
と

を
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。

ゐ

録
後
に
松
枝
さ
ん
が
い
っ
光
。

「
ご
こ
に
住
ん
で
此
年
、
ご
み
集

め
を
二
年
余
ミ
て
一
き
ゃ
く
干

潟
の
価
値
た
穆
憶
辛

リ

3
／
＼

仏
、
王
鯖
句
、一A
h
t

切
っ
糸
、

ー

谷

逮

・

干

潟

ク

ソ

｜

、

／

作

軟

一

七

～

ア

ル

允

一

民

し

は

、

柏
L
つに
く
パ
ペ
ヱ
l
、た。

片
方
べ
＼
ん
、

〈（ア
句
ま
〉
、

や
1h. 
1士、、

盆
未
弓

ヒ
ツ
フ
ご
と
を
由
へ
証
L
売
会
、
平

湾
与
の
で
す
。
知
ゴ
限
リ
そ
れ
司
九
突
共
に
八
ヤ
一
国

ぞ
L
マ
ど
ん
な
に
干
の
力
介
小
マ
く
γ
」
乏
い
り

に
誇
ヨ
に
え
3
xと
め
た

γ
）
足
り
ま
す
。

の
マ
す
。

ゑ
主
人・
3
人
斤

2ミ

八
十
才
の
広
ぱ
あ
ム
マ
人
介

J

い
コ
三
オ
の
？
？
飲
ま
T
、

心
ム
来

3γ
）ヤボ、に、

ぞ
フ
ザ
1

れ
に
麹

宅
マ
ん
に
店パデく
去
札
を
時
中
L
上
げ
ま
す
。

来

3
こ
と
ム
乏
し
マ
頂
．
け
J

爪は、

お振込は千葉銀行012-54253
併 川 T 明 汗 略 ヨイ・r. t'l1' ’布 A
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‘． く今Jl) のイ更コロニーフラ＼ラヒ、二一／し袋かたくさんζ5人3ようにるりました。

つ＼

ん
ど

1q3ユマ.4

お振込は千葉銀行012-5425_3
然濠平同母 鶏 師事会

ヂ
ナ
十
字
＼
ト

ヱミ

谷
淳
子
潟
愛
護
研
究
仰
－
円
・
3

〒

m
習
志
野
市

S
3副枕
M
g
U
一J
F小

電
話

O
四七四
1
引
l
五
O
四
回
一
費
一

l
m

締
条
森
田
三
、
時

一会
一
少
パ

ゎリ下

コ
ア
ジ
サ
－
Y
め
い
」
ナ

で

－
／
ロ
ノ
寸
ぃ
ト
り
の
ヒ
ナ

A
7
、
残
ツ
ル
／
ぷ
く
み
フ
た
コ
口
ニ

ーマは、
コ
ア
（
一
／
サ
』
一
／
や
『
一
／
ロ
チ
ぃ

り
の
亡
ナ
介
次
々
チ
E
A
ま
爪
、

ヨ
ナ

〔
寸
一
パ
ナ
歩
宅
ま
め
っ
－

zuま
す
。

ーで、
:x 
じ

、

工
事
・
野
ふ
人
・
人
向
・
一
雨
－
m
N＋あノ

う
し
マ
勿
／
ノ
ヘ
は
失
人
T
u
t、

＼

3
7。

ー
す
み
や
す
セ
L

芝
山
い
ノ
か
っ
忽
A

さ
う

干潟の泣くの作業道左でざん介、ええ定の活動左知フマ、ゴミ

左入If¥-］為のビ、ニー／レ炎乞くれ3ようにj_リました。丈人ガいも

すフ lfリ入フてしまヲく） iノの交オヘノフは。＼ J従えます。

環
境
保
全
呼
び
か
け

犬用ノ＼包ばJ門外寺

市
公
羽
セ
ン
タ
ー
の
川
崎
支
容
師
は
一
ら
れ
た
も
の
か
呈
港
問
え
る
物
を
川
町
一
び
ヒ
ナ
を
育
て
る
セ
ッ
ペ
ア
ジ
サ
シ
、
一

3

同
市
仙
ケ
刊
の
州
ケ
川
公
民
側
。
ぉ
・
一

一取す
る
コ
l
ナ

J
2ロ
去
、
同
一
シ
ロ
チ
ド
リ
の
勉
卵
芸
日
空
扮
－

l
－

一雲
氏
議
前J
、
工
貿
併
合
は
ど
一
コ
ー
ナ
ー
に
は
詰
二
点
、
坦
一一
つ
、
一
般
臨
む
て
き
た
谷
川
干
潟
の
管
伐
の

F
L

の
即
興
週
間
付
事
の
一
つ
。
一
サ
イ
ド
ボ
l
ド
、
氾
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
一
生
態
写
真
や
代
表
の
税
制
三
郎
苧
ん
ら
一
二
－
／

興
会
館
一
階
ロ
ビ
ー
に
は
泌
密
一
室
、
ガ
ッ
チ
リ
し
て
ま
だ
十
日
記
え
一
結
成
し
た
谷
字
削
パ
1
ド
サ
ン
ク
一
ノ
，

業
に
よ
る
回
器
、
沼
山
町
公
司
ゴ
ミ
の
一
る
も
の
ば
か
り
十
四
点
。
ま
だ
使
っ
て
一
チ
ュ
ア
リ
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
与
す
一
点
一
一

な
い
的
づ
く
り
、
新
し
い
街
の
籾
化
計
一
一
丁
＝一
回
ど
俄
制
さ
れ
る
ソ
フ
ト
ク
リ
一
が
恩
寺
ιれ
て

い

る

。

一

聞
な
ど
、
パ
ネ
ル
在
っ
て
税
明
レ
て
一

l
ム
州
選
出
問
も
あ
り
、
乙
色
は
喜
一
ま
た
、
岡
平
治
問
辺
の
二
十
宮
川
の
一

い
る
。
を
に
崎
容
測
｛
許
と
阿
波
数
一
肌
で
草
さ
れ
る
が
、
了
二
日
で

d
一
写
真
も
鴎
ぎ
れ
て
お
り
、
会
理
紡
一

分
析
円
ゐ
実
物
を
底
示
、
引
民
間
即
日
札
制
定
一
約
炉
。
伯
尚
似
の
大
切
さ
品
保
さ
彫
一
れ
た
人
た
ち
は
広
大
な
刷
仰
を
仰
の
立
て
一

し
て
い
る
。
周
波
努
一部
は
出
笠
一
り
に
し
て
い
た
。
一
で
蓄
た
開
地
に
芯
念
館
、
ヱ
均
一

沿
な
ど
で
新
し
い
公
笛
と
し
て
間
山
苫
一

一
方
、
八
命
平
山
州議
研
究
《お
腿
芸
名
言
同
犯
の
様
子
に
ピ
ッ
ク
リ
し
一

E
も
’

Z

E

－

－

な
っ
て
い
る
低
同
政
砂
却
制
定
す
る
も
の
一
一示
会
は
谷
初
公
民
館。

会
場

の

一

階

ロ

一

て

い

た

。

一

習
志
野
市
に
や
っ
て
く
る
渡
り
鳥
の
生
態
写
真
集
め
た
委
主

T．
で
、
訪
れ
た
人
た
ち
も
篤
い
長
子
。
一
ピ
ー
に
は
迎
森
容
や
っ
て
き
た
野
一
な
お
、
問
詰
ケ
仰
が
十
一
日
ま
一

議

公

益

3

0

ま
た
、
二
階
言
ゴ
ミ
と
し
て
ぞ
一
生
の
オ
ッ
ト
セ
イ
を
は
じ
め
孝
章
一
で
、
谷
店
三
十
臼
ま
で
。
一

n
H引
t
・トト
E
・E
・－ruu一引引・
1

・・u
－vut
－－H
t

H

F

松
江
H
H
t
w
r
H
H
H
H
H
H九
H
H
H
W
H
H
H
H
f
H

刊誌”
H
H
H
f

・－i
・r
u
－－z

i

a

1
1
1
1

咽

g
n
t



3。
」

みずうみ

の 3古月
まl言、3l

「えっ千津子潟 l二

ー
η
J
η

司

1

＼
；

コ

d
j

〉

y
ム

〈

U
1
／
し

ヴレ
l
d
て
（
＼

｜

仏
よ
、
つ
’λ
／ん
白
わ
し

場
所
は
谷
才
斗
黒
色
然
、
殺
た
の
哲
寸
司
ayで
す
ー

す
ぐ
そ
M
M
マ
、
カ
ル
介
一
て
、

JY
オ
ヨ
一
一
／
宍
リ
ノ、
セ

しソ
カ
、
ヒ
仏
ハ
リ
オ
a

栄
之
つ
く
っ

寸
り
ま
す
。

だ
と
フ
す
ぐ
更
決
l
t

＼ま
す
。
ど
t
L「
L

、
メ
九アオ

フ
ナ
、
ハ
ブ
ナ
ゴ
才
殺
に
ま
す
J

ミ
ス
ス
マ
、こ／、向ノ

、
一
コ
口
、
ワ
、
マ
ゴ
、
カ
工
ル
に
さ
入
岸
川

hL1頂
き

ま
す
。
衣
の
大
雪
唄
ま
で
同
く
星
め
山
市
リ
を
九

よ
リ
に
せ
フ
サ
＼
フ
γ
）
正
作
フ
マ
り
コ
人
で
す
v
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人
口
急
増
地
に
隣
り
合
わ
せ
て
、
こ

れ
ま
た
全
国
有
数
の
野
鳥
の
楽
園
と

は
｜
｜

。
こ
の
一
郎
異
様
な
光
景
を
、

さ
ら
に
一
層
強
く
印
象
づ
け
る
の
は
、

周
聞
に
帰
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
有
刺
鉄

線
や
立
入
祭
止
の
札
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
も

事
実
、
こ
の
埋
立
地
と
谷
津
の
干
潟

は
、
全
国
の
好
鳥
フ
ァ
ン
が
睦
目
す

る
有
数
の
波
リ
鳥
の
飛
来
地
で
あ
る

千禁互朗ゼンヲー

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
は
、 －

だ詩

こ

と
に
迷
い
は
な
い
の
で
す
。

教

埋
立
地
の
中
を
歩
き
ま
す
。
見
渡

時

た
す
限
り
の
砂
地
で
、
砂
漠
と
見
ま

の

ご
う
ば
か
り
で
す
。
案
内
役
の
谷
津

刊

干
潟
愛
護
研
究
会
の
森
田
三
郎
会
長

は

が
、
突
然
、
記
者
の
足
を
止
め
ま
し

時

た
。
危

7
く
、
も

7
半
歩
で
三
個
の

津

卯

を
踏
み
つ
ぶ
す
と
こ
ろ
で
し
た
。

谷

足

元
の
砂
地
に
、
う
ず
ら
大
の
卵
が

石
コ
ロ
の
よ
う
に
こ
ろ
が
っ
て
い
ま

創刊

と、
ロ

τ

一
7

一
谷
津
子
潟
愛
護
研
究
会

汚

一
ゥル

一

一Z
Z土九日明
治谷津一
一一七七幽

H

は

E
号

つh

一
一
幻

一

雪

印

O
凶
七
四
l
引

l
五
C
四
四

芳
一
一
門

一

編

集

森

田

三

評

森田三郎氏（谷津干潟愛護研究会会長）

し
た
。
ア
ジ
サ
ン
の
卯
で
し
た
。

よ
ほ
ど
良
く
見
な
い
と
砂
地
と
見

分
け
が
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
土

の
色
と
卵
の
色
は
酷
似
し
て
い
、
な

る
ほ
ど
こ
れ
な
ら
外
敵
に
知
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
ろ
う
：
・と
、
感
心
ひ
と

し
き
り
。
み
る
と
、
あ
ち
ら
に
五
つ
、

こ
ち
ら
に
七

つ

・
と
い
う
具
合
い
に

ア
ジ
サ
ン
の
巣
が
点
々
と
し
て
い
ま

す
。
「
こ
れ
が
鳥
の
コ
ロ
ニ
ー

（営

巣
地
）
で
す
」
と
森
田
さ
ん
。

し
か
し
、

こ
れ
は
正
し
く
自
然
の

常
兵
で
し
た
。
草
も
木
も
な
い
、
た

だ

一
面
の
砂
地
に
、
サ
ン
サ
ン
と
降

る
江
の
防
や
、
公
の
よ
う
な
豪
雨
を

一
身
に
受
け
て
、
皮
膜

一
枚
を
隔
て

た
卵
の
中
の
生
命
は
、
や
が
て
版
似

の
声
を
発
し
て
ヒ
ナ
に
か
え
る
：
・
。

ほ
ど
な
く
「
あ
、
あ
そ
こ
に
」
と

い
う
森
田
さ
ん
の
也
摘
さ
す
石
の
陰
に
、

大
人
の
親
指
大
の
ヒ
ナ
が
う
ず
く
ま

っ
て
い
ま
す
。
手
で

つ
ま
ん
で
離
す

と
、
信
じ
が
た
い
ス
ピ
ー
ド
で
．
冗
の

石
の
陰
に
入
リ
ま
す
。

み
る
と
、
赤
ン
坊
の
頭
ほ
ど
の
、

カメラ

く－7
 

，，，d
E

・
を園

判
落

が
ヒ
ム
」

F

設

費

置
地
の
パ
M
U

圃
砂
シ
泊
罪

同
五
ザ
レ
ト
．

晶
圃

占
’

4

．、、．，，

ん

ジ

庁

A

ニ
ア

L
H
P

コ
・
－
＝
＝
H

）

マ

吻

d

f
h

田
$

チ。園、、

コ

4
t

，

r

t

τ

J

 

t
l
ν
 

ム
M

・IJ

E
W
 

か

こ
の
石
の
陰
に
、
ほ
か
に
二
羽
の
ヒ

わの

ナ
が
い
る
の
で
し
た
－
シ
ロ
チ
ド

ゆ

リ
の
ヒ
ナ
で
す
。
こ
う
し
て
じ
っ
と

が

し
て
親
鳥
の
来
る
の
を
待
っ
て
い
る

け

ん
で
す
」
と
狭
山
凶
さ
ん
。

いれ

七
年
問
、
渡
り
鳥
の
飛
来

・
営
巣

調
査
の
延
べ
踏
査
距
離
は
一
五

0
0

キ・

ロ
に
の
ぼ
る
森
田
さ
ん
だ
け
に

巣
や
ヒ
ナ
の
い
る
処
を
た
ち
ど
こ
ろ

に
見
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

砂
地
か
ら
草
原
に
入
り
ま
し
た
。

こ
こ
は
ヒ
バ
リ
や
セ
γ

カ
の
美
し
い

音
楽
の
桃
源
郷
で
し
た
。
ヒ
バ

リ
は

草
地
に
、

セ
ッ
カ
は
ヨ
シ
の
作成
み
に

巣
を
つ
く
り
、
可
愛
い
ヒ
ナ
か
か
え

っ
て
い
ま
し
た
。

ノ
貴重な自然

が消える

門
谷
邦
雄
一
／
れ
か
ぶ
ふ
ぐり
ま
L
十代・

や
が
て
湖
水
地
祈
に
さ
し
か
か
っ

た
処
で
、
カ
モ
、
ヨ
シ
キ
リ
の
ほ
か

に
、
珍
し
い
パ
ン
の
神
俗
的
な
雄
姿

に
出
会
い
ま
し
た
。

埋
立
地
を

一
巡
し
て
、
地
形
や
納

物
の
違
い
に
合
わ
せ
て
、
俵
む
鳥
の

Mm類
が
異
な
る
の
を
見
ま
し
た
。
こ

こ
は
、
ま
さ
に
生
き
た
自
然
教
育
問

で
し
た
。

干
山
地
帯
に
出
ま
し
た
。
谷
川
干

潟
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
に
来
る
と
、
い
ま
ま
で
と
は

ま
る
で
僚
子
が
異
な
り、

由
同
の
数
、

Mm類
、
そ
れ
に
貝
や
カ
ニ
、
魚
の
多

い
の
に
圧
倒
さ
れ
そ
う
で
す
。

子
供
が
三
人
、
ダ
ボ
ハ
ゼ
を
バ
ケ

ツ
に
一二
杯
、
山
盛
リ
に
し
て
歩
い
て

い
ま
す
。
顔
中
を
泥
ん
こ
に
し
て
、

健
康
そ
の
も
の
。

縫
い
た
の
は
数
万
匹
の
カ
ニ
の
ぱ

操
仰
で
す
。
干
潟
の
泥
の
上
で
、
無

数
の
カ
ニ
が
、
一
斎
に
両
手
の
ハ
サ

ミ
を
左
右
に
動
か
す
サ
7
は
羽
観
そ

の
も
の
で
し
た
。

ZJ
同
町
三
副；
 

カ
モ
、
サ
ギ
、
ン
ギ
、
カ
モ
メ
、

セ
キ
レ
イ
、
カ
ラ
ス
、
ト
ピ
、
ツ
ク

ミ
、
ム
ク
ド
リ
な
ど
が
ゆ
っ
た
り
と

羽
を
休
め
、
エ
サ
を
あ
き
リ
ま
す
。

干
潟
は
鳥
の
食
料
補
給
康

そ
の
昔
、
東
京
湾
が
自
然
を
保
っ

て
い
た
刷
、
湾
内
は
針
山
崎
の
絶
川
町
の

生
息
地
で
し
た
。
そ
れ
が
相
次
ぐ
開

発
で
、
貯
鳥
た
ち
は
、
東
京
バ
放
奥

部
の
、
こ
の
京
築
海
山
地
借
に
ま
で

追
わ
れ
て
き
た
の

で
す
。

こ
の

一
慌
に
怯
む
釘
由
民刊
の
数
は
、

季
節
に
よ
り
呉
な
り
ま
す
が
、

三
千

1

一
万
羽
と
い
わ
れ
ま
す
。

Mm類
は

ざ
っ
と
七

O
附
。
谷
山
千
山
向
を
含
む

京
譲
治
埋
立
地
が
野
鳥
の
山
川
市
悶
と
言

わ
れ
る
ユ
エ
ン

で
す
。

鳥
が
多
い

一
併
の
理
由
は
何
か
。

「
そ
れ
は
エ
サ
が
州
品
川
山
田
だ
か
ら
で
す
の

一
般
の
海
浜
は
鳥
の
エ
サ
は
少
な
い

の
で
す
。
鳥
と
い
う
の
は
、
イ
ト
ミ

ミ
ズ
や
ボ
ウ
フ
ラ
、
カ

ニ
、
ヒ
ル
、

貝
、
タ
ニ
シ
、
ゴ
カ
イ
‘
口
比
虫
、
伯
…

な
ど
を
食
べ
て
い
ま
す
。

F
別
に
は

そ
九
が
全
部
そ
ろ
っ
て
い
る
。
だ
か

会委牛2000

ら
野
’
い初
の
食
料
聞
な
ん
で
す
。
干
潟

と
い
う
の
は
泥
で
す
か
ら
生
物
や
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生
に
適
し
て
い
る
。

湖
南
や
九
十
九
里
の
浜
と
は
ま
る
で

違
う
ん
で
す
」
（
森
旧
会
長
）
。

コ
ロ
ニ
ー
は
絶
滅
の
危
機

し
か
し
、
問
題
は
こ
こ
か
ら
で
す
。

海
俸
は
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
で
埋
め
ら
れ

埋
立
地
も
急
ピ
y
チ
で
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
野
鳥
の
生
息
地
は

日
に
日
に
奪
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

森
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
当
初
、
浦

安
・
行
徳
に
あ
っ
た
コ

ロ
ニ
ー
は

一

昨
年
絶
滅
し
、
始
慌
の
埋
立
地
に
追

わ
れ
た
コ

ロ
ニ
も
昨
年
絶
滅
、
こ

う
し
て
い
ま
、
幕
娠
、
稲
毛
の
埋
立

地
に
追
い
込
ま
れ
た
野
鳥
た
ち
も
、

コ
ロ
ニ

ー
は
今
年
限
り
に
な
リ
そ
う

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
こ
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
た
野
鳥

た
ち
は
、
も
う
こ
の
先
へ
逃
げ
込
む

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
こ
か
ら
先
に
は
迎
立
地
も
干
肉
も

な
い
か
ら
で
す
。

コ
ロ
ニ
ー
は
今
年
が
最
後
。
冒
頭

に
述
べ
た

H

最
後
の
ド
ラ
7

H

の
意

味
が
お
わ
か
り
頂
け
た
で
し
ょ
う
。

付

広
大
な
埋
立
地
の
あ
ち
こ
ち
に
、

ニ

ダ
ン
プ
や
ク
レ
ー
ン
が
列
を
な
し
て

・1
い
ま
す
。
開
発
か
自
然
保
必
か
、
よ

－a山可～ん

く
問
わ
れ
る
問
題
で
す
が
、
こ
の
思

…ι－立
地
で

L
人
知
れ
ず
、
こ
の
問
題
が

d
に

一重
く
慌
た
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

通

一

鳥
の
卵
を
集
め
て
拾
て
る
人

埋

野
鳥
の
生
息
を
お
び
や
か
す
こ
と

一
円

・

e

一
帯
－
は
他
に
も
数
限
り
な
く
あ
り
ま
す
。

7

「
ま
る
で
穴
の
よ
う
な
谷
川
千
別

の
中
に
、
周
辺
郎
市
の
生
活
廃
水
が

ド
ノ
と
流
れ
込
ん
で
き
ま
す
。
干
潟

は
汚
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
化
学
洗
剤
や

工
場
の
汚
水
で
千
肉
の
生
物
の
生
態

系
を

一
変
さ
せ
、
鳥
の
エ

サ
に
な
る

生
物
が
激
減
し
て
い
る
ん
で
す
。
烏

に
石
や
ビ
ン
を
投
げ
た
り、

子
山
に

ゴ
ミ
の
山
を
投
げ
込
ん
だ
り
、
川
川
枚

し
の
犬
が
烏
の
ヒ
ナ
を
食
い
あ
さ
っ

た
り
し
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
日

同時
な
ど
は
暴
走
族
、
ラ
ジ
コ
ン
愛
好

者
、
ゴ
ル
フ
ァ

ー
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
人
法
が
ド
メ
と
埋
立
地
に
入
り、

知
っ
て
か
知
ら
ず
か
コ
ロ
ニ

ー
も
ヒ

ナ
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に
さ
え
思
え
ま
し
た
。

な
ん
と
な
く
解
欣
的
な
気
分
に
な
っ
で
、

看
板
を
筑
み
あ
さ
り
、
あ
ら
た
め
で
干
潟

に
目
を
向
け
ま
し
た
。

広
大
だ

っ
た
子
潟
を
埋
め
立
て
て
出
来

た
私
た
ち
の
川
地
は
き
ち
ん
と
区
岨
管
理

さ
れ
、
山
円
い
似
ぃ
巾
ぃ
広
場
の
同
情
品
川
も
ま
ま
な
ら

共
に
し
て

な
い
。
そ
ん
な
日
常
の
生
活
圏
か
ら
は
想

像
も
つ
か
な
い

H

ど
こ
に
も
な
い
場
所
付が

こ
ん
な
近
く
に
あ
っ
た
と
は
i
l
l。

そ
れ
か
ら
三
週
間
ほ
ど
た
っ
て
、
め
だ

か
の
池
の
穴
堀
り
を
し
て
い
る
人
を
訪
ね

ま
し
た
。
そ
の
人
が

H

干
潟
の
番
人
H

と
も

云
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
森
田
さ
ん
だ
っ
た

の
で
す
。
彼
は
ま
さ
に
ユ

ー
ト
ピ
ア
ン
。

幼
小
の
頃
に
谷
津
干
潟
で
遊
ん
だ
悠
い
出

を
追
い
、
幻
才
の
A
7
に
至
る
ま
で
結
婚
も

せ
ず
、
干
潟
と
そ
の
生
き
も
の
た
ち
を
守

る
た
め
に
闘
い
つ
づ
け
て
い
る
の
で
す
。

か
つ
て
、
葛
西
か
ら
幕
張
ま
で
の
全
埋

立
地
を
く
ま
な
く
踏
査
し
、
シ
ロ
チ
ド
リ

等
の
全
営
巣
数
を
調
べ
た
限
生
n
Sを
は
じ

め
、
彼
の
闘
い

の
記
録
は
祈
開
始
芯
な
ど

で
た
び
と
び
被
道
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
、

こ
得
知
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

「鳥
た
ち
が
子
潟
に
生
活
し
て
い
る
こ

と
臼
体
が
ぼ
く
に
は
矯
し
い
。
そ
ん
な
所

が
あ
る
と
い
う
、

そ
の
寸
法
び
を
．3
く
は
も

ら
っ
て
い
る
」
と
森
川
さ
ん
は
活
っ
て
く

れ

ま

し

た

。

（

編
者）

東京 4-41670
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谷津干潟を自然公園に＠

谷
津
干
潟
と
い
う
所

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

皆
さ
ん
は
、
谷
津
干
潟
に
行

っ
て
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

習
志
肝
市
の
は
ず
れ
、
船
嶋
市

と
境
い
自
の
川
に
あ
り
ま
す
。

来
は
津
旧
沼
高
校
、
西
は
競
同

場
、
南
は
来
以
湾
岸
道
路
に
、

そ
し
て
北
は
谷
津
遊
園
に
阻
ま

れ
て
い
ま
す
。

北
田
は
、
と
っ
て
も
広
い
遼
浅

の
海
で
し
た
。
湖
が
引
く
と
岸

か
ら
沖
の
方
に
か
け
て
、
干
潟

が
3
キ
ロ
も
出
ま
し
た
。

で
も
今
は
、
ま
わ
り
を
全
消

埋
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
U
K
口
津
子

潟
だ
け
が
ぽ
っ
か
り
と
残
り
ま

し
た
。
こ
の
訓
分
だ
け
国
街
地

だ
っ
た
の
で
埋
め
立
て
ら
れ
会

い
で
す
ん
だ
の
で
す
。

永
平
洋
戦
争
の
泊
、
国
は
、

こ
の
パ
口
減
干
潟
か
ら
利
恨
川
に

か
け
て
、
「
一
必
一
川
』
を
作
る
つ
も

り
だ
っ
た
の
で
す
。
で
も
、
似

争
の
た
め
に
工
事
が
中
止
に
な

り
、
そ
れ
で
所
布
が
国
の
ま
ん

ま
現
在
に
至
－っ
た
わ
け
で
す
。

ほ
ん
と
う
に
谷
津

F
潟
は
街

跡
的
に
、
か
ろ
う
じ
て
生
き
の

び
た
わ
け
な
の
で
す
。

日本野

三国に

－
干
潟
の
そ
ば
に
あ
る
テ
｜
ブ

ル
や
ペ
ン
チ
、
小
屋
、
看
板
、

案
内
板
な
ど
の
維
持
管
理

0

・
谷
津
干
潟
ク
リ
ー
ン
作
戦

第
3
火
曜
日
叩
時
半
j
mば
時

谷
津
3
丁
目
前
（主
婦
中
心
）

第
3
日
曜
日
1
時
1
4
時

ペ
ン
チ
の
所
（
一
般
の
人
）

・
周
囲
の
草
刈
り
や
清
掃

－
メ
ダ
力
の
池
の
手
入
れ

－
干
潟
と
水
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル

・
信
樹
し
た
松
の
木
の
手
入
れ

・
公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃

－
自
然
緑
地
の
保
護
と
手
入
れ

・
野
鳥
観
察
の
為
の
案
内
、
保

護
の
為
の
監
視
、
パ
ト
ロ
ー
ル

・
公
民
館
や
銀
行
の
写
真
展

－
関
係
省
庁
と
の
交
渉

＠
報
道
関
係
対
策

－
広
く
他
国
体
と
の
交
流

良R

主の，会十葉県支J主？の車載記事サAえます。

又＝た回よリ、

l二よ 3谷君干潟特えは、

田森

めたフて紹介マれます。

谷津干潟愛護研究会

有
名
に
な
っ
た
谷
津
干
潟

島
の
ま
ん
中
に
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
北
や
南
の
波
り
鳥
が
飛
ん

で
い
く
時
に
、
と
っ
て
も
大
事

な
中
継
地
、
あ
る
い
は
休
怨
川

に
も
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す

w

μJた
ち
に
と
っ
て
は
「
カ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
」
か
「
食
堂
一
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

出
刊
に
桜
れ
た
’U
J
た
ら
ほ
、
こ

こ
で
羽
を
休
め
た
り
、
エ
サ
を

た
っ
ぷ
り
と
食
べ
て
体
に
力
を

つ
け
、
そ
し
て
え
述
く
へ
と

飛
ん
で
い
く
の
で
す

G

「ライフ”

間
季
を
過
し
て
、
ら
千
か
ら

一
万
羽
近
く
が
す
ん
で
お
り
、

李
節
こ
と
に
い
ろ
ん
会
渡
り
鳥

が
出
た
り
入
っ
た
り
し
で
い
る

の
で
す
。
北
法
シ
ベ
リ
ア
や
カ

ナ
タ
か
－
句
、
』
市
ば
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
か
ら
、

こ
の
谷
津
子
潟
を
同
指
し
て
は
川

ん
で
く
る
の
で
す
c

H
ト干の
地
凶
を
見
る
と
、
ハ
八
日

本

F
街
は
ち
ょ
う
と
、

H
本・州

「
谷
津
干
潟
」
と
い
う
名
前
は

今
や
日
本
だ
け
で
な
く
、

昨
一昨

的
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
干
潟

に
渡
り
鳥
が
た
く
さ
ん
飛
ん
で

く
る
か
ら
で
す
。

日
本
肝
烏
の
会
の
調
査
で
も

谷
津
千
潟
は
、
は
成
大
級
の
渡
り

白
鳥
の
生
息
地
と
し
て
、
全
国
で

も
い
つ
も
ろ
盤
以
上
の
ラ
ン
ク

に
人
っ
て
い
ま
す
。

川
か
も

ai

～iu
γ
川
J

L
i目

ゆ一

切
九一一

rvt

o

一

時一一一ヘリや

ゆ
一

切
か
一
向
が
岬
す
？
な
虻
十
七
山は
一

s
u：ろ＝
n
h
a時
リ

均

一

《
マ
コ
モ
や
ヨ

3
2半
v
w
T

D

一

一
ヒ
ナ
怠
明
言
、

a
w桑
3
・之一

mER
NF
・
5
2応
t

一

一
山

崎

h
pけ
い
け
い

2
3己

自
然
の
恵
み
に
返
礼
を

現
布
、
谷
津
子
潟
の
環
境
怪

備
、
美
化
と
保
全
、
消
帰
、
調

査
、
監
視
会
と
金
て
は
、
市
民

街
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ

け
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

弘
述
、
火
口
津
干
潟
愛
濃
川
究

会
と
山

h

白
人
化
委
い
は
会
は
、
治
に
地

域
活
動
を
肢
も
垂
悦
し
て
、
F

潟
と
そ
の
生
き
も
の
速
の
身
に

会
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
回
附
し
て
ま
い
り
ま
し
た
》

自
然
の
忠
み
の
享
交
よ
り
も

返
礼
を
。
権
利
の
行
使
よ
り
も

設
は
同
の
逆
行
を
。
川
を
し
て
く

れ
る
か
で
は
な
く
、
川
を
し
て

や
れ
る
か
を
。
’H
然
の
川
山
胞
を

問
う
こ
と
よ
り
も
、

什
仙川…
に
対

す
る
’
け
ハ
刀
の
川
川雌
を
問
い
。
出

未
公
い
こ
と
よ
り
も
、

出
米
る

こ
と
を
考
え
、

4hM、
そ
し
て

克
践
し
て
き
ま
し
た

M

今
後
と
も
、
ぃ
調
に
い
米
た
市

川山
の
皆
さ
ん
が
、
少
し
で
も
気

持
よ
く
過
こ
し
、
削
刊
肘
で
き
る

よ
う
、
山
努
力
し
て
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

干
潟
関
係
連
絡
先

・
谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会

・
谷

津
干
潟
環
境
美
化
委
員
会

谷
津
三
｜
七
｜
七
鴎
荘
E
号

gm五
O
四
四

森

田
三
郎

・
谷
津
干
潟
友
の
会

秋
津
二
l
一
｜
五
｜
五
O
回

公
閃
八
五
八
二
高
橋
新

一

秋
津
三
｜
二

l
一
六
｜
二

公
一
川
七

O
五
回
長
塚
進
吉

・
日
本
野
鳥
の
会
千
葉
県
支
部

谷
津
七
｜
七
｜
一
一六

ア
カ

シ
ア
ハ
イ
ツ
二
1
四
O
四

宮
内
四

一
一一一

（
朝
倉
方
）

（毎
月
第
四
日
曜
日
に
観
察
会
）

谷
津
干
潟
友
の
会

聞
い
て
い
ま
す
。

一
般
市
民
の

の
に
、
叫
hd
雌
や
凶
慌
を
内
由

に
貸
し
出
し
、
日
必
叫
に中
ー
っ
て

い
ま
す
。
時
間
は
午
後

一
時
1

問
時
ま
で
で
す
。
と
な
た
で
も

参
加
は
内
由
で
、
子
潟
の
近
く

に
お
住
い
の

H
々
の
ね
に
、
友

の
会
を
作
っ
た
も
の
で
す
。

こ
人
会
も
歓
迎
し
ま
す
。

こ
れ
と
い

っ
て
活
動
し
た
り

川
か
を
す
る
こ
と
は
出
米
会
い

け
れ
ど
も
、
時
h
、は－
卜
潟
に
米

て肝山門
J
h
Z
M
脱
俗
し
た
い
c

心
は

は
子
制
を
浅
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
達
の
も
の
で
す
。
サ
ー

ク
ル
、

同
好
会
み
た
い
会
も
の

で
す
。

毎
週
日
附
け
、
休
日
こ
と
に

一
一
一
一

一
一
一
一一

g、

日
門
左
O
A
フ
て
干
潟
に
来

3
人
の
ノ殺
か

． 

、．

、

ー
に
ぢ
し

た。

ブ
友
の
ノ〈
公
L

の
舵
土
半
l

作
リ
ノす
す

J；、矢じらそι

本
ま
を
ふ
衿
的
に
対
し
ょ
す
3

増
L
7－
主
人
支
し
た
。

作
業
、
め
つ
リ

従
来
、
ど
す
い
「
ノ
ウ
と
、
一
－
ら
う
γ」

、

つ
の
千
枚

で
よ
寸
ノ
。

必
要
に
迫
ま
ラ
爪
つ
、
り
ま
す
a
h
w
華
は
（

斗中
’戻
の
方
々
に
、
表
明
に
当
つ
マ
り
ま
し

で
下
、

ぷ
俗
洋
子
治
相
乏
の
会
し

長
塚
氏
ま
で
去
一
徹
り
L
士斗？。

の
速
ノ
絡
は
、

． 
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b
k念
L
だ
よ

リ
芝
、
ぎ
フ
て
〈
＼
勾
く
の
，ミ
芝
、
心
の
宇
で

田
ね
り
あ
ぐ
ん
穴
寸
志
ノ
ヲ
う
に
、

γ
」
思
「
つ
の
で
あ
3

0

干
潟
の
と
ど
下
廷
で
は
、
同
－
い

J

下
一
ミ
玲
リ
で
芝

、
ま
吉
っ
き
り
走
う
の
で
友

3
0
干
潟

x
bか
に

徹
氏
マ
M
Mパ
で
は
、
教
察
す
言
以
将
柊
で
は
企
く
ど
ち
ロ

フ
セ
よ
り
殺
、
り
あ
ゆ
J
3
h一

A
て
す
ゑ
忍
う
の
で

あ
3
。
す
ぺ
て
の
蕊
で
c

斗
為
k
来
？
、
。
／
〈
の
、
ど

れ
た
け
の
人
が
そ
の
バ
コ
し
左
、
、
た
で
、
X
（｛－－、て

5誌、つ

3
3？
っ
す
？
J

ハ
一手
未
に
の
や
み
て
、
一
一
一
比
す

υ
一
念
h
E

l
i－
－

十

l
I
l
l
i－
－

－

－

｜

｜

l
i
l
i－
－

l
i
l
i－
－

ク

リ

ー

シ

作

教

の

1
ノ
ウ
八
、
ヮ

L
。
そ
爪
ば
湯
豆
、
富
マ
ぁ
。
ど

L
A、
で
穴
パ
壮
け
マ
・
・
・

0

〆
づ
え

G
の
季
保
町
に
し
て
は
段
か
か
っ
え
、
医
用
件
日

の
日
躍
回
。
悼
吻
）
所
は
寸
フ
口
l
ネ
の
l

小
屋
し
の
中

。
す
A
K
Y併
に
、
立
「
〔
マ
あ
3
、
ー
谷
津
干
潟
、
及
の

合
し
の
本
が
日
興
で
バ
々
，
‘く

x鳴
っ
マ
リ

3
の
ナ

酌
え
3
。

情
プ
ぶ
＼
拾
り
小
オ
レ
え
の
基
4
A
芦
す
に
ノ
－

aホ

γ｝

り
う
の
芝
山
侍
従
…？
、
ラ
し
き
さ
の
γ
」L
マ
り

3
長

期
保
氏
ぞ
干
潟
市
～フ
ミ
之
稔
り
が
、
え
、
上
に
与
す

っ
て
未
て
こ
う
言
っ
た
、
寸
と
の
4
7
マ
げ
の
づ
り

た
袋
、で

あ
、
ご
j
A
え
り
リ
よ
b
－
犬
、
＼
マ
ピ
4
ナ
ご

3
仇hhL
、
－
貰
～
、
＼
仇
に
っ
て

3
守
口
企
か
る
あ
、

ん
か
ハ

作
J

ゲ
布
、

リ
フ
ぱ
リ
に
る
っ
た
い
ノ
ヤ
あ
、
持
つ
）
河

さ
殺
ん
い
L

や
っ
て
ぇ
、
上
に
放
リ
枝
川
り
す
や
え
ぽ

リ
リ
l
L
T
＼
あ
、
人
一
C
え
そ
A
芝
俊
市
＼
ょ
に
あ
，
A
U

フ
セ
サ
h
h

ノ
拾
リ
条
め
れ
ほ
U
リ
ん
だ
A
U
Q

ノ
＠
今
ま

で
の
袋
は
、
で
っ
か
り
し
り
ヱ
ミ
は
宍
く
で
ん
入

玄
け
ど
、

そ
う
広
人
ピ
－

z空
く
っ
マ
特
オ
ノ
歩
さ
が

大
変
忍
ん
だ
よ
ぷ
ぁ
。
土
ノ
ウ
袋
さ
忠
、
大
↑
で
き

は
す
友
り
リ
け
れ
）
志
、
、
落
、
ス
ん
た
ハ
ヲ
み
？
、
止
め

γ
」
く
ざ
ん
よ
志
。
ん
で
守
ぁ
、
土
ノ
ウ
袋
、
は
あ
、

2
7ス
ど
か
FA
ど
か
で
あ
、
夜
、
－
う
で
み
に
ζ
し
よ

う
す
ぬ
λ
時
代
し
か
あ
使
ー
の
わ
え
よ
与
に
し
よ
う

ド
仇
十
の
＠

ぷ
3
4代
け
金
之
か
け
ね
え
よ
必
代
し
ぷ
く

や
フ
ぱ
リ
リ
ビ
ニ
ー
ル
っ

て
え
の
ほ
弱
り
か
い
つ
あ
、
ど
し
A
ぷ
リ
め
重
マ
γ
」大

フ
モ
ノ
や
広
あ
1

1

1

。

キ
マ
左
芳
一
、
入
る
く
フ
ヲ
ゃ
ぷ
ぁ
。
大
キ
マ
リ
ビ
ニ

l

ル
は
あ
－
貰
く
ぷ
フ
て
未

3
X、
ゐ
庄
平
で
や
炊
け
す

や
人
か
い
よ
あ
』
、
え
が
に
A
U
S
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司
、
め
け
が
あ
3
0

年
、
め
、
の
け
ど
は
、
件
、
で
ぎ
十
ふ
く
、
ー
谷
芳
干
潟
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／
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／
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一の｛
A
q
芝
、
投
入
に
1

谷
津
千
百
友
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司
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＼
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寸
’谷
芳
子
一
万
色
然
線
対
し

に
各
枚
来
3
よ
う
に
ぷ
ク
ま
し
た
。
ネ
マ
＼
左
食

付
＼～〈
り
ま
す
。
一
一
弔
は
陶
乏
り
4

ふ
く
来
マ
リ
す
す

p

字
実
撮
影
芭
、決
巧
し
ま
し
た
。

問
、7
u
昨
は
、
テ
ー
ア
ル
や
ぺ
『
／
ム
ノ
に
ん
か
朱

マ
．り
ま
す
ノ
サ
、
時
く
右
リ
、

ノ〈
か
均
つ
づ
L

し
ま
う

℃、

今
夜
は
コ
ミ
ミ
ヌ
ク
サ
や
っ
て
来
3
の
で
す
。

尽
に
－
一
／
令
ノ
ア
・
カ
ナ
タ
オ
ハ
フ
波
フ
て
来
マ
、
回
向
山

岳
人
［入
dvJ

汲
フ
て
リ
フ
て
し
ま
り
ま
す
。
犬
、
七
メ
l

ト

‘

ル
ま
で
近
ブ
し
り
て
を
匙
山
川
ま
せ
ん
。

法
容
を
み
山
で
l
＼

づ
k

ク
リ
！
／
作
戦
さ
去
す
宏
侠
由

H

水
草
・
ア
－
Y

・
カ
二
・
ゴ
苅
イ
の
為
に
H

各
国
、
そ
に
て
領
自
躍
日
ご
γ
」
円
い
、
続
々
℃
工

人
＼
左
到
h

で
上
げ
て
り
ま
す
。

場
所
は
、
ア
ロ
・
1
4
A
の
ふ
亙
や
、
一
ア
l
ア
ル
・

ぺ
ニ
チ
の
さ
ベ
d

祈
川
、
つ
ま
り
干
潟
の
あ
す
わ
マ
す

。
ネ
は
よ
印
刷
ず
勿
J
U
の
で
、
一
ア
！
？
ル
や
ぺ
－
／
斗
／

の
あ
ゴ
南
介
あ
の
方
に
コ
ミ
＼
A
M
大ハま
3
の
τす。

ピ一（
l

ル
、
虫吹治
パ
ス
パマ
ー
ん
、

J

安
カ
～
，／
・守、／、

ヌ
木
ぷ
ど
玄
ヲ
－。
ゴ
ミ
之
V
」
づ
三
、
水
草
や
力
二

、
コ
カ
イ
の
全
長
か
と
フ
つ
に
さ
夜
り
め
寸
す
。

堤
防
の
下
は
手
三
チ
く
s

専
決
す
だ
れ

て
、
タ
ト
マ
に
と
て
芝
、
実
リ
J
J
＼
／
＼

Q
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I
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三宅、＼＂.L 手写ii-l_エ手をゥq, 毛両足 °3)1.
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主主キ＇；.｛／！ If、

説
明
℃
乏
加

。
一
級
釆
の
公
園
と
は
、
会
く
起
き
y
」
明
夫
代
す

と
り
う
、
特
殊
ゑ
成
境

そ
め
処
賞
品
V

動
tH
他
物
の
表
せ

ん
の
主
録
、
根
内
虫
た
か
未
た
か
つ
て
暗
号

こ
の
ぶ
津
干
潟
色
然
漁
民
に
身
リ

セ
寸
、
実
験
の
場
L

X
す
言
。

。
ご
の
草
苅
で
は
、
復
帰
派
政
府
や
立
す
入
リ
包

由
X
相
恨
の
者
と
区
分
し
、
環
境
保
環

x

3
さ
の
寸
志
，言。

左
由
来
丈
の
版
局
三
す

3
0

。

申
咽
広
め
主
て
処
廿

に
身
け
て
、

の
7
L

ヶ～司ダヤャ・、〆7、r、、r、勺「’γv、〆ー、γ、「’、，、円，...，.「......yv、，、 γ司、 i:
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；告；τ土手ぅ話

り
の
ザ
ー
自
然
放
蜜
し

人
の
剰
用
〉
」
土
品
主
で
せ
た
り
。

。
子
供
遣
の
ほ
利
投
放
言
に
主
主
へ
て
置
旬
、
、
草
，

h
v
珍
、
、
深
4
A
G
C
芝
A
I
つ
づ
L

り
？

J
J＼
ぷ

作
堂
を
し
て
だ
し
ケ
う
。
銅
、
λ
ば
、
＋
一
人
1
小

昼
、
風
．車
、
湘
〈
係
リ
、
ム
？
ナ
一
ん
ナ
ぷ

w
y、

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
、
併
せ
岳
、
輩
の
つ
ナ
忍

J

ど
、
立
回
の
介
キ
丈
持
か
や
っ
て
り
＋
内
八
十
事
。
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…
谷
津
干
潟

’1
ゴ
央
山
手
水
・
州
出

ド
ト
E

hqλ
ハ
必
品
中
，
T
ιF

干
潟
の
そ
ば
に
あ
る
約
U
加

の
草
地
で
す
。
た
く
さ
ん
の
テ

ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
が
並
ん
で
い

る
所
で
す
。

こ
の
草
地
は
、
日
本
野
鳥
の

会
や
谷
津
干
潟
愛
諮
問
究
会
の

努
力
に
よ
り
、
県
か
ら
「
谷
津

干
潟
と

一
体
化
し
た
、
自
然
環

境
の
為
の
土
地
利
用
計
画
」
と

し
て
認
め
ら
れ
た
所
で
す
。

テ
ー
ブ
ル
も
ベ
ン
チ
も
、
そ

し
て
こ
の
自
然
緑
地
も
、

A
7
は

文
字
通
り
市
民
の
憩
い
の
山
崎
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
散
歩
、
貯

1
J
At
z・、、

rtrr々
LZ
F
Y
、
t
r
y

t
F

川
配
努
壬
一aZ初日削

F

ノ
う

チ
、
虫
取
り
、
草
花
つ
み
、
天

気
の
良
い
日
は
、
子
供
述
や
お

母
さ
ん
速
が
弁
当
を
広
げ
た
り

し
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。

谷
市
伴
干
潟
白
川
川
…
緑
地
は
又
、

オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
、
ヒ
バ
リ
、
セ
y

ヵ
、
カ
ル
ガ
モ
、
チ
ド
リ
な
ど

勺
ノし
と；、

＠ 

良
さ
そ
う
に
ス
イ
ス
イ
と
泳
い
谷
津
干
潟
を
保
存
す
る
こ
と
に

で
い
ま
す
。

決
め
ま
し
た
。
で
も
、
習
志
貯

ヤ
ゴ
も
い
ま
す
。
ァ
ヵ
ト
ン
の
吉
肝
市
長
さ
ん
が
O
K
し
て

ボ
、
ム
ギ
ワ
ラ
ト
ン
ボ
、
シ
オ
く
れ
な
い
の
で
、
ま
だ
実
を
結

カ
ラ
ト
ン
ボ
、
ギ
ン
ヤ
ン
マ
、
ば
な
い
で
い
ま
す
。

オ
ニ
ヤ
ン
マ
、
ィ
ト
ト
ン
ボ
逮
市
長
さ
ん
は
、
隣
り
の
谷
津

が
皆
ん
な
メ
ダ
カ
の
池
に
来
て
遊
園
と
干
潟
を

一
体
化
し
、
「県

お
し
り
を
水
に
つ
け
て
は
卵
を
民
の
為
の
公
園
」
と
し
た
い
と

産
み
、
ヤ
ゴ
に
な
り
、
そ
れ
が
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
達

大
き
く
な
っ
て
、
空
へ
と
飛
ん
も
大
賛
成
で
す
。
少
し
で
も
早

で
い
く
の
で
す
。
く
干
潟
が
鳥
獣
保
護
区
に
蛍
疋

水
草
も
入
れ
ま
し
た
。
ガ
マ
、
さ
れ
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん

ホ
テ
イ
ア
オ
イ
、
イ
グ
サ
を
入
の
お
力
添
え
を
強
く
願
っ
て
や

れ
て
、
生
き
も
の
達
が
す
み
良
み
ま
せ
ん
。

い
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
・
・
：
i
・e

・
－
：
：
：

j
i－－：
：・

将
来
、
私
達
は
こ
の
草
地
に
日

、J
T怪い『
二

ヨ
司
、

J

1
1

i

－
 

肝
鳥
観
察
舎
を
建
て
、
森
や
草
…

4
、
干
二

言

原
を
つ
く
っ
て
、
市
民
と
自
然
…

パ

l
ド

…

の
「
ふ
れ
ム
ロ
い
の
湯
一
こ
し
－
－

L

F

…
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

…

い
と

考

え

て

お

り

ま

す

。

…

・サ
ン
ク
チ
ユ
ア
リ
と
は
必
正

一
日

も

早

く

…
域

H

と
い
う
意
味
で
す
。
か
っ

一

鳥

獣

保

護

区

に

て
、
広
大
な
い
米
京
湾
の
干
一
向
に

（
E
E

，
一一l
l
l

…
生
息
し
て
い
た
、
幾
俗
万
の
生

き
も
の
達
は
、
主
き
な
が
ら
に

環
境
庁
と
千
葉
県
は
「
第
五
し
て
土
の
下
に
埋
め
ら
れ
て
し

次
鳥
獣
保
護
五
ヶ
年
計
画
」
で
ま
い
ま
し
た
。

－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一一

イラスト森田三郎

と
い

っ
た
肝
鳥
が
卯
を
産
み
、

ヒ
ナ
を
育
て
る
繁
舶
の
場
所
で

も
あ
り
ま
す
。
草
む
ら
に
は
、

コ
オ
ロ
ギ
、
い
ろ
ん
な
極
傾
の

パ
ツ
夕
、
カ
マ
キ
リ
、
ト
ン
ボ
、

そ
の
他
た
く
さ
ん
の
昆
虫
が
怯

ん
で
い
ま
す
。

秋
に
な
る
と
、
ス
ス
キ
や
ヨ

シ
の
抑
制
が
咲
き
乱
れ
、
風
に
ゆ

れ
て
と
っ
て
も
き
れ
い
で
す
。

ち
こ
－E
内
J

M
NR
ふ
／
よ
川
付
汀

νー
学
校

…

「
め
だ
か
の
学
校
」
と
い
う
池

も
造
り
ま
し
た
。
私
達
は
こ
の

池
に
、
約
3
万
匹
の
メ
ダ
カ
を

欣
し
、
ク
チ
ボ
ソ
、
キ
ン
ギ
ョ
、

カ
エ
ル
を
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
少
し
ず
つ
隊
チ
を
同
ん
な

が
ら
、
フ
ナ
、
コ
イ
、
タ
ナ
ゴ

な
ど
を
放
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

池
の
中
に
は
、

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

や
ミ
ズ
ス
マ
シ
、
タ
イ
コ
ウ
チ
、

ア
メ
ン
ボ
ゥ
も
い
て
、
気
比
付
ち

も
う
、
こ
れ
以
上
、
亡
ぼ
す
一

ま
い
。
谷
津
干
潟
は
点
ボ
仰
の
一

「
シ
ン
ボ
ル」
で
す
。
い
い
え
、

一

臼
本
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

一

夕
日
に
映
え
て
乱
妹
す
る
ン
一

ギ
や
チ
ド
リ
の
大
群
も
、
干
別
一

一
而
に
そ
の
宇
佐
見
せ
る
カ

ニ

一

の
群
生
も
、
こ
れ
ら
は
み
な
子
一

潟
が
今
ま
で
歩
ん
で
来
た
、
っ
一

ら
く
て
苦
し
い
、
そ
し
て
悲
し
一

ぃ
物
加
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
一

す
。
読
し
な
の
で
す
。

告
発
な
一

の
で
す
。
訴
え
な
の
で
す
。
そ

一

し
て
「
絵
こ
と
ぱ
」
容
の
で
す
。

一

あ
の
干
潟
と
生
き
も
の
述
の

一

こ
と
を
、
単
な
る
怨
い
出
ゃ
、

一

記
録
や
お
話
し
と
し
て
は
い
け
一

ま
せ
ん
。
失
な
っ
て
し
ま
っ
た
一

ら
、
も
う
二
度
と
戻
ら
な
い
、作

一

れ
な
い
、
貧
重
な
干
潟
で
す
。

一

次
の
世
代
を
担
う
、

明
日
の
一

日
本
を
築
く
子
供
述
の
為
に
も
一

私
達
大
人
は
、
教
育
権
、
環
境
一

権
を
言
葉
や
空
論
で
な
く
、
そ
一

の
実
体
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
一

し
た
形
あ
る
も
の
と
し
て
、
残
一

し
、
守
り
、
育
て
、
贈
り
伝
え
る
二

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
二

そ
の
資
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
二

で
し
ょ
う
か
。

（
お
わ
り
）

一
一

「ライフ’＇＿l繍集；社の方 qの免？得意、！ご尽鞠との友のご、：紹介、

モして本震に，NJlの

リ勾乙ぷ りま した。 ，合：字。

干潟に来玄／丈、

・＇をずけてく れ玄人ずあっ き

a;、陰ぎまで、量失ーします。

一一一一一一一一一一一一ご

・

谷
津
干
潟
通
信
箱
よ
り
秋
津
一
主
婦
よ
り

一一

日
月
お
日

・
創
刊
号
の
ミ
ニ
「
ラ
イ
ブ
」
が
来
る
の
を
楽
し

一
一
コ
ミ
紙
で
、
貸
方
の
大
変
な
ご
み
に
し
て
い
ま
す
。

二

努

力
を
知
り
、
感
激
し
て
お
り
以
前
は
よ
く
、
日
臨
臼
に
は

二

ま

す

。

孫

と

一

緒

に

、

ビ

ニ

ー
ル
袋
を

一

一

っ

て

、

ゴ

ミ

を

拾

い

に

谷

津

一

潟

へ

行

っ

て

い

た

の

で

す

。

一

近

は

袋

を

待

っ

て

い

っ

て

も

一

宮
り
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な
い

一

一

あ

と

忠

っ

て

ま

し

た

ら

、

森

一

さ

ん

た

ち

の

お

陰

な

ん

で

す

一

。
ラ
イ
ブ
を
み
て
わ
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